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では，パズルの解答です。次のように手をつないでいました。このパズルについての解説は，後に示す原

題の解説をもって代えさせて頂きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお，参考にした構造決定問題は 2012 年の徳島大学後期の問題で，使わせてもらったのはその一部です。

もとは以下のような問題でした。 

 

 

〔実験 1〕～〔実験 12〕の結果から推定される化合物 A～L の構造式を記せ。なお，光学異性体が存在す

る場合，立体的な構造を示す必要はない。有機化合物の構造式は図 1 に示す例にならって表すこと。 

 

 図 1 構造式の例     

 

分子内にアルケン部をもつ構造未知の化合物 A(C10H12O)，B(C6H10)，C(C8H12O2)について次の実験を行っ

た。なお，アルケンの二重結合はオゾン分解によって切断され，アルデヒドまたはケトンが得られる(式 1)。 

 

 
オゾン分解
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R1～R4は炭化水素基もしくは水素原子 
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  （中 略） 

 

化合物 C に関する実験  

〔実験 8〕 化合物 C に水酸化ナトリウム水溶液を加えて加熱した後，希塩酸を加えて酸性にしたところ， 
化合物 I(C8H14O3)が生じた。 

〔実験 9〕 化合物 I をオゾン分解したところ，化合物 J(C4H6O3)と化合物 K(C4H8O2)が得られた。 

〔実験 10〕 化合物 J を酸化すると，二価カルボン酸 L(C4H6O4)が得られた。 

〔実験 11〕 化合物 K はフェーリング反応やヨードホルム反応を起こさなかった。 

〔実験 12〕 化合物 C，I，J は光学異性体を持っていたが，化合物 K，L は光学異性体を持たなかった。 

 

 

こういう問題は，まず不飽和度を考えましょう。化合物 C は不飽和度が 3 ですので，環状構造や二重結合

があわせて 3 個あることが分かります。また，化合物 C は実験 8 より加水分解されていることが分かり，ま

た酸素を 2 個しかもたないため，化合物 C はエステル結合をもつことが分かります。このエステル結合の中

に C＝O 二重結合があります。また本文の記述より，化合物 C は C＝C 二重結合をもちます。残る不飽和度

1 ですが，実験 8 で加水分解しても 1 種類の物質しか生じなかったことから，環状構造を形成していたこと

が分かります。 

この環のうちの 2 か所(エステル結合部分と C＝C 二重結合部分)の切断により，化合物 J と化合物 K が出

来たことがわかります。これらの物質が含む酸素数から，化合物 J はエステル結合の加水分解によるカルボ

キシ基と，オゾン分解によるカルボニル基をもち，化合物 K はエステル結合の加水分解によるヒドロキシ基

とオゾン分解によるカルボニル基をもつことが分かります。 

 
このように構造決定問題を解く際は，まずはどのような構造が各物質の中に含まれているかを考えるのが，

解答速度アップにつながります。大づかみに特徴を捉えるわけです。その後，細部まで詰めていきます。 

 
化合物 J には光学異性体が存在することから，不斉炭素原子をもつことが分かります。既に化合物 J はカ

ルボキシ基とカルボニル基をもつことがわかっており，3 個の炭素の所在が分かっています。残る炭素は 1

個ですが，これは不斉炭素原子にメチル基として結合しているはずです。(でないと不斉炭素原子とはなりま

せん。) したがって，化合物 J は，不斉炭素原子に，カルボキシ基，アルデヒド基，メチル基，水素が結合

した物質であると分かります。 

化合物 K は，フェーリング反応しませんでしたので，アルデヒド基をもちません。したがって，カルボニ

ル基に水素は結合していません。また，ヨードホルム反応もしませんでしたので，メチルケトンでもありま

せん。したがって，カルボニル基にメチル基も結合していません。つまり，カルボニル基の両側には炭素が

少なくとも 1 つ結合し，その先に何かが繋がった構造をしています。化合物 K がもつ残りの炭素は 3 個です 
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ので，カルボニル基の片側には炭素 2 個(つまりエチル基)，もう片側には炭素 1 個とヒドロキシ基が結合し

た構造(ヒドロキシメチル基)が結合していたと分かります。 

 
ここから，化合物 I や化合物 C は「逆算」で構造を決定することになります。以上より，原題の解答は次

のようになります。 
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いかがだったでしょうか。 

 
今回の記事を書くにあたって，普通に構造決定問題を解きまして，また「パズル」に翻訳した問題も解き

ました。この両方について「脳の働かせ方」は似ていたように思えます。こんな感じでパズル的な問題に取

り組むのは，構造決定問題を手早く解く練習になるかも知れません。実際の問題をもとにしたパズルに先に

触れていたなら，有機化学を勉強し始めたときに「あ！ パズルでよく見た『金星人と地球人の集団がやって

来る現象』って，加水分解か！」と，謎の感動を味わえるかも知れません。 

一方，パズルの問題にすることで，文章が冗長になるのも新しい発見でした。やはり専門用語は洗練され

ていて，大切な情報が凝縮されているのです。有機化学は，暗記ばかりではなく，思考力を付けなくてはい

けませんが，まずは正しく，用語や反応理論をキチンと理解するよう心掛けてください。 

 
この「パズル＜宇宙パーティ＞」ですが，純粋に娯楽として楽しむこともできるでしょうし，学習効果を狙って使うこと

もできるでしょう。意欲的な方に，より洗練されたパズルにしてもらえれば良い，と思います。私ももう少し，純粋に面白

さを感じられるように練ってみようと思います。 


